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（港北区） 大山しょうじ

　大山しょうじは、昨年8月に鉄道・運輸機構等から示
された市民の皆さんにとってはあまりにも唐突な「神奈
川東部方面線（相鉄・ＪＲ直通線、相鉄・東急直通線）
事業の約3年半の開業時期の再延期と約1300億円の
全体の事業費の増額（横浜市負担分は285億円の増
額）」について、25年度に続いて同じ理由での２度目の

延期、増額であり、どうしても納得できないと、担当の都
市整備局の常任委員会でも副市長や局長に工期短
縮とコスト縮減を求めてきました。
　12月の速達性向上計画の変更への同意の際にいく
らかでも前向きな表明があるものか
と少し期待をしていましたが、工期短
縮についてもコスト縮減についても、
１円の削減もない文字通りのゼロ回
答であったので、大山しょうじは、今
回は本会議の場で市長に直接「引
き続き鉄道・運輸機構に徹底して求
めていくよう」要望しました。
　市長からは、「今回の開業時期の
遅れや事業費の増額は大変残念に
思う。今後、事業を進めていく中で、
関係者で進ちょく状況を厳しく管理
する。工期短縮やコスト削減につな

がるような工夫などを引き続き鉄道・運輸機構に求めて
いく。」との回答を引き出しました。
　大山しょうじは、引き続き議会の場で、一日も早い開
業と事業費の縮減を強く迫って参ります。

質問・提言に対し、前向きな回答と実現！
　平成２９年の第１回市会定例会（予算市会）は、２月１日から３月２４日まで開会予定です。その様子は次
号でご報告させていただく予定です。
　本号では、昨年１２月の市会定例会での私の一般質問の内容を中心にお伝えします。私の提案、要望に
対し、いくつかの取組で進展、改善がみられる旨の表明が市長、教育長からされました。質問の全文（議事
録）は大山しょうじのホームページで見ることができます。

横浜市会議員 大山しょうじ

　横浜市では昨年６月に自転車施策の方向性を示した「自転車総合計画」を策定。まもる、はし
る、とめる、いかすの４つのテーマで様々な施策が掲げられています。大山しょうじは、総合計画
の必要性を以前から繰り返し訴え、要望してきました。
　大山しょうじは、今回は「とめる」をテーマに、「自転車利用をもっと便利にする」観点から、まず
は「駐輪場の料金制度の見直し」に関して、「現在、駐輪場の料金は基本的に一律の料金設定
となっている。利用者のニーズに合わせた柔軟な料金体系になっていない。駐輪場を使いやすく
するため、料金制度の見直しには早急に取り組むべき。」と訴えました。
　市長は、「駅からの距離などを考慮した変動料金制や、短時間利用に対応した路上駐輪場の
整備に合わせて時間料金制を導入するなどの検討を進めている。なるべく早期に実現したい。」
と賛意を表明しました。
　さらに、大山しょうじは、一部の店舗では駐輪場が不足し、店舗周辺に買い物客による放置自
転車が発生している状況を指摘し、買い物客などの駐輪環境の改善のため、「商業施設などに
駐輪場を設置する義務を課す附置義務制度の導入」を促しました。市長は、大山提案の意義と
必要性を認めて、「本市においても制度導入を想定している。」と明らかにしたうえで、「導入に当
たって他都市の状況等を参考にしながら検討する」と前向きに回答しました。

神奈川新聞2月1日号から

東部方面線の工期短縮とコスト削減を迫る！1.
～２度目の開業時期の延期と事業費の増額。これをそのまま認め、決定事項にしてはならない
　と、市長を質す。市長から「今後も工期短縮やコスト削減につながるような工夫などを引き続
　き鉄道・運輸機構に求めていく」とまだ継続している旨の回答を引き出す。市長の回答に期
　待しつつ、今後も引き続き迫って参ります！～
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自転車利用をもっと便利に… 取組の進ちょく状況を継続的にチェック！2.
～かねてから強く要望している「駐輪場の料金制度の見直し」と「附置義務制
　度の導入」、市長も「なるべく早期に実現したい」と賛意を表明。～
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　大山しょうじは、熊本地震から8カ月（12月質問当
時）を経て見えてきた新たな震災対策の課題等につい
て市長に対策を求めました。
　冒頭、まず、熊本地震では避難所の運営がかなり混
乱したことや車中泊をする方々への対応が課題となっ
たことなどを指摘し、市長の見解を質しました。
　これに対して、市長からは「昨年度改訂した地域防
災拠点開設・運営ＤＶＤを配布、インターネットでも閲覧
できるようにした。」「各拠点の訓練がより実践的、効果
的なものとなるよう、危機管理室と各区が連携して支
援する。」と答弁。車中泊については、「できる限り早く

結論を出し、市の防災計画等に反映していく」と早期
の対応を言明しました。
　また、大山しょうじは横浜では介護の必要な高齢者
や障害者の方々が一般の避難所では生活に支障を
来す場合に対処する「福祉避難所」の呼称が横浜市
では「特別避難場所」と他の自治体と異なっている点
を取り上げ、わかりにくいことで、震災時に一般の避難
者が殺到して機能出来ないことにならないよう、早急な
名称変更と協力体制の構築等の対策を要望しました。
　市長は大山しょうじの指摘を認めた上で、「避難す
べき対象者の選定や受け入れ施設との調整に係る手
順の見直し、介護職員の派遣や要援護者の受け入れ
に関する広域的な協力体制の構築等」を進めるととも

に「一般的に使用されている福祉避難所に変更」する
ことも検討すると回答しました。

　大山しょうじは、昨年8月に水防法の改正によって、
鶴見川の新たな洪水浸水想定区域図が公表されたこ
とを踏まえ、横浜市がどのような対策を講じるかを質問
しました。これは想定し得る最大規模の雨を48時間雨
量で792ミリメートルに変更したことで洪水想定エリアも
大幅に拡大。そのことによる市民の不安払底や正しく、
迅速な情報伝達などの対策を求めたものです。
　市長は「市のホームページで新たな洪水浸水想定
区域図を閲覧できるようにした」他、今年の「梅雨の時
期前に改訂版の洪水ハザードマップを対象世帯へ配
付」「防災情報Ｅメールの登録の促進やハザードマッ
プを活用した研修を実施する」など、市民の皆さまに的
確な避難行動をとっていただくための継続的な取り組
みを約束しました。

熊本地震で明らかになった課題について

鶴見川の洪水浸水想定区域の見直し

　大山しょうじは、市の厳しい財政状況の中、「公共インフラの
老朽化に伴い、維持修繕、更新などの財源の確保が急務となっ

ている」と指摘、その解決策として「歩道橋や橋梁、トンネルなどの道路施設についてネー
ミングライツの対象施設とすべき」と市長に提案しました。
　市長は大山しょうじの提案を「有効」であると評価、「歩道橋への導入について、公募
内容の検討や対象となる歩道橋の選定など、早期の導入に向けた検討を進める」と実現
の動きを明らかにしました。
　さらに大山しょうじは「道路施設のように日々、市民が利用する身近な施設は他にもあ
る」「企業が取り組みやすい仕組みを導入できれば、ネーミングライツのさらなる拡大が期
待できる」と他の施設へのさらなる展開を促すと、市長からは大山しょうじの指摘に賛同
し、さらなる推進を約束しました。

　大山しょうじは、財源確保の
ために、企業版ふるさと納税の導

入についても提案を行いました。地方創生に取り組む地方を応援し、地方創生事業に対
する民間資金の新たな流れを巻き起こすため、企業を対象としたふるさと納税（地方創生

応援税制）が今年度から創設されたことを
受けて、「これは何段階か手続きが必要で
あるが、横浜市はなぜ、これを活用しない
のか」と提案。「財政状況が厳しい中、財源
確保の観点からもさまざまな施策を通じ、
民間の力をさらに活用すべき」と迫りました。
　市長からはその意義を理解した上で
「企業の皆様の御意見を伺いながら取り組
んで参りたい」と回答しました。
■その他、「オリンピックなどに向けた街の
美化・喫煙対策」「教員（英語、個別支援担
当教員）の専門性の向上」「保育士の確
保」などについても質問。大山しょうじホーム
ページから議事録をご覧下さい。

タウンニュース28年９月15日号 タウンニュース29年1月12日号でも第４回定例会の概要をご報告しました。

ネーミングライツについて

企業版ふるさと納税について

市民の命と財産を守るため…防災と減災！3.
～横浜市では想定していなかった「車中泊」への対応、名称もわかりにくい「特別避難場所」の課題、地震
　発生時の渋滞対策、鶴見川の洪水浸水想定区域の見直しへの対応などについて、市の対策を要望。～

財源確保に向けて、活発に新提案！4.
～公共インフラの老朽化の維持修繕や更新に財源確保が急務。ネーミングライツを導入し、歩道橋、橋梁、トンネル改修に活か
　せ！  大山の提案に対し、新たに「歩道橋」へのネーミングライツ導入について「早期の導入に向けて進めていく。」と約束。～


